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信州大学医学部附属病院信州大学医学部附属病院22年間の年間の
臨床研修プログラム（臨床研修プログラム（22））

院外研修はそのままで通勤可能な病院で行う：国立院外研修はそのままで通勤可能な病院で行う：国立
病院機構松本病院（内科、外科）、安曇野赤十字病病院機構松本病院（内科、外科）、安曇野赤十字病
院（内科、外科）、波田総合病院（内科、外科）、丸の院（内科、外科）、波田総合病院（内科、外科）、丸の
内病院（内科）、藤森病院（外科）、県立こども病院内病院（内科）、藤森病院（外科）、県立こども病院
（小児外科）（小児外科）

小児科、産婦人科、精神科の研修を小児科、産婦人科、精神科の研修を+1.5+1.5か月延長か月延長

した場合にも院外研修可能：国立病院機構松本病した場合にも院外研修可能：国立病院機構松本病
院（小児科、産婦人科）、波田総合病院（小児科、産院（小児科、産婦人科）、波田総合病院（小児科、産
婦人科）など婦人科）など

他の診療科においても希望に応じて院外研修可能他の診療科においても希望に応じて院外研修可能
であるである

診療科の選択例診療科の選択例 (1): (1): 内科系の重点研修内科系の重点研修

・循環器内科医を目指している場合・循環器内科医を目指している場合

１年目：１年目：
循環器内科循環器内科 →→ 院外研修内科院外研修内科 →→ 心臓血管外科心臓血管外科 →→ 呼吸器内科呼吸器内科 →→ 放射線科放射線科

33か月か月 33か月か月 33か月か月 1.51.5か月か月 1.51.5か月か月

２年目：２年目：

救急センター救急センター →→ 小児・産婦・精神・地域小児・産婦・精神・地域 →→ 麻酔科麻酔科 →→ 循環器内科循環器内科
33か月か月 4.54.5か月か月 33か月か月 1.51.5か月か月

・総合内科医を目指している場合・総合内科医を目指している場合

１年目：１年目：
消化器内科消化器内科 →→ 院外研修外科院外研修外科 →→ 呼吸器内科呼吸器内科 →→ 腎臓内科腎臓内科 →→ 循環器内科循環器内科 →→ 神経内科神経内科

33か月か月 33か月か月 1.51.5か月か月 1.51.5か月か月 1.51.5か月か月 1.51.5か月か月

２年目：２年目：
院外研修内科院外研修内科 →→ 小児・産婦・精神・地域小児・産婦・精神・地域 →→ 小児科小児科 →→ 救急センター救急センター

33か月か月 4.54.5か月か月 +1.5+1.5か月か月 33か月か月

安曇野と北アルプス (Shinichi Sasaki)
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診療科の選択例診療科の選択例 (2): (2): 外科系の重点研修外科系の重点研修

・消化器外科医を目指している場合・消化器外科医を目指している場合

１年目：１年目：
消化器外科消化器外科 →→ 院外研修内科院外研修内科 →→ 消化器内科消化器内科 →→ 放射線科放射線科 →→ 麻酔科麻酔科

33か月か月 33か月か月 1.51.5か月か月 1.51.5か月か月 33か月か月

２年目：２年目：

救急センター救急センター →→ 小児・産婦・精神・地域小児・産婦・精神・地域 →→ 泌尿器科泌尿器科 →→ 院外研修外科院外研修外科
33か月か月 4.54.5か月か月 1.51.5か月か月 33か月か月

・耳鼻咽喉科医を目指している場合・耳鼻咽喉科医を目指している場合

１年目：１年目：
耳鼻科耳鼻科 →→ 呼吸器内科呼吸器内科 →→ 脳神経外科脳神経外科 →→ 眼科眼科 →→ 院外研修内科院外研修内科

33か月か月 33か月か月 1.51.5か月か月 1.51.5か月か月 33か月か月

２年目：２年目：
麻酔科麻酔科 →→ 小児・産婦・精神・地域小児・産婦・精神・地域 →→ 形成外科形成外科 →→ 救急センター救急センター

33か月か月 4.54.5か月か月 1.51.5か月か月 33か月か月

安曇野と北アルプス (Shinichi Sasaki)

初期臨床研修に対する私見（産婦人科の立場）

・厚生労働省が主体となって進めてきたプライマリケア
修得を目指すスーパーローテーション研修に協力し、
さらに充実させていきたい！

・ローテーション研修の欠点（モチベーション不足・うつ
病増加）を補い、地方の若手医師を回復するために、
将来の専門性を明確にした上での初期研修を！

・プライマリケア修得の初期研修と専門研修に役立つ
研修をうまく融合できるローテーション研修を！

・わが国の医療レベル低下を防ぐため、厚生労働省と
大学病院が過去のいきさつを捨てて新たな創造を！


